
p各のコンす
―ト

r t

108'年0月 1口 発行

浜 松 音 栞 宏 の ■

３ョ一私
=械 伺 まFA市東FE霧卜lo",

4

電話をお (|り1201(空「r)

86年夏のコンサー ト インタヴューから 大 沢 首 枝

塔定6周年(198韓 )ヨンサー ト予定

●暮 「あし0と たて4の 簿ちい」 宮 本文昭(オーⅢ■)藤 崎■'(夕
一ヽツ)

●愛 「歌の夕べJ 佐 藤しのよ (フブラノ)木 村笹光 (本リトン)

●II「ビアノリ,ィ タルJ イ ャリ/タ オ ールツン (ビアク)

04r■ =ロ リサイ″ルJ 程 原理  (チェ,)

猟招 社  四 さ4=よ る三よ奏"ら  車 ヽこのでもう―年オた●ます JOま "ターサルから方の入った縞奏

で乗取軍力・4な “っていましたカイ 打 な'せ に入をと そ れまでをユ空って'や ら同0今 気分`えほう和やつを

,□ 気です 尊 取 ユメ■シヨ ア メリ″ ロ オとせ環Ⅲには,ぼ っている大すM豪 を強にu資 うわすですヵちぉ

はつきません 「 す すらしいⅢ田たちJを のだと赳う
一方 こ の人た,を 主えて,■ のユ宮典の楽しごと同時に

=こ 切嗜率申すO Htし̀ を めて,ない方と恵しました

言草`文字■担のぶHFと同整 作 品てのものを整■する栞しな方と tr"■ の大刷にと,==方 に興味セ■■

られる場今わイあります 十 五 六 年も向にFrん■■招さんの 「メキシヨ"■ の■紙Jは
一人の者弾宗から 大 lpl

のイ与と4■ に対して発せちれた磯烈な′フエ
ーンでした

,キ シヨの少班民確であるインティヘ'め =た よ吾つために輸く実について山の,の 小44町  Fら した4藤

わイ脩"れ ています 幼 ↓予■をヽ え 吉 串夕としての活動も価れされる中で長Ⅲ阿の縦京宝民どしての言描を内

在化=せ す `し いるEち こ そ れ以上で`■■以下【`をい 人 mと して対事の■彗″を白ら宍四していくの

です ま 車というオfFを標■とし子にたちと結ばつさ 家 ,投 L口 ってた年
一ネイやつとという丈イヒ環々の中ガ

ちもま真を■ユ」してしまう 少 転R摂 i村 してき■的なnlrと 練 ぃ本はど、■つつ 自ケ==,し ていくし

をや"ご  磯 さをこう町 破 女の女ととしてのすさ'こ いを卒″,1[ます

nT,のこ情ほ練の中(g本 も国FFtt■の一民として白囲め刊妊赳☆てすて'(紅 の国々と共にときちことを要

ヽされています H昭 さんイユ■のあり,t私 たちに示してくれていると=た ましょう 気 Aも なく車にて航り気

のをい■,ケ 大綱″ 伎 女の購わを大「1鞭セ駒おってiて  ■ のこのHべ を一層雄■llうと`の こしていました



小■ネf 奥  世 史

にと■卓との四■"は 力や■ヽ 一■=う ビビ7″ =印 ヽおめたことにおまります  1■ を=mし ■折したため

iキ■中断しましたわて )

にのヨンす―卜にすするイメーブ! ス テーンの上をお,lk,じ  故 力あた'"=わ すた'つ うイント本シア

のヨンす―卜でした (□ ,判 インri'ア  ン ■'ル タ市に■んていました ,

お■おいつンす―卜には'口 '力 どす市ってiま す r,″ Ⅲ,(ィォリンを!" uヽWさ ました】 【 もいに

い‐ていちのは 「″ふF=子 ,'ヤ 末"コ ィタルサてす 4々 ケ打其露″入" ■ に↓インドネク7の インラン

ヤ卓セ!iⅢ ご■■■うなものしよ" ど ても4し て 時 にユⅢまして“しらイt=し た ア ユきたの市う面白(

'す らしいヨンす―卜でした

に1よ現在 よ は■工iキ 藤て,ィ ン く=― を■たいています イ ー,ス トラの一「こなってはいぅき'ア ィン

パ=― をたた 'なとAヽ ちわイいいてちうをあなんて,え ていま■ ″ 共F 水 ■4■  ■ ヽ4キ  打 “拝 E々

な卓半イーつになって ― i=― を■"Jす オー,ス トラ も っともっとす―'ス トラをmい て,た ぃてす

対枚三年  村 上 知 否

■口 t,='レ ビの音Ⅲ岳組を托ていました ■ の轟れては 「i4厳  ilFtに ヽりあ'Jと 田し ― ntによ

(hう 江ていな打ちオ山を'● て↓ヤ■の事まりに反■る付市を指拒していまました 閉 え =「   の アルー

ス」という山ⅢJ=■ のブル
ースの形式をとぅてヽない ■ Jの アルースととこういう形式のとのをいうのだ と

|う 卓合てした ■ りあ 十られたgiもクランシ′ク方ち取:rいま千!幅 広 ( ま た■■そ■の草わりにユ汚王こ

iうよう■,レ ンフど■た0の サヽ 政業ごrt こ の驚紅はどっとr部 をrじ たろうとFぃ ます

そんを=ま りなんてどうてもいいし■ない 営 を々 じあイロゴい↓のよなどとはっていた私です力 た イ白出を

恵Ⅲ表現のようにEた る=A` 【 'Vっ たさまりt今った形をとる0ち こ■芝現方,ておすの,も しれないと〔

しました て 'い えヤ ン ,夕 形式こと■=れ るば行う務らい Iな "|`ち とまいIrFわ あるの千し,う 'イ)

のコt足 いbし ます こ ″)ことて i来 への理解わ少しだす稼まゥたようで 自 ケてうイiしくとってしまいまし

た

ところて ヽ ■ヽの理解は (=イ1●知ⅢⅢ(せるもの子Ⅲら,ませんわち 車 朗という=A↓ 西切r々 i″ `

ビ江ませオJよ ヽど車 t ttlt は■,な ことわイオすれま お まⅢません 巾 々(し てして十ると つ いi英 すち

隆れわイ'千す た わち―I た 打"に  ま たキrnらしい刊茉をサ[に ,(こ ど,イてさる四4の コンサート■Aじ

,に ■,ます て まるイナ■を定す tつ `斬軒をt立 ど味●お!て いただいています 今 年の“の才jイ ラム

てよ ,打 空猛dの '― マてしわれちなわぅたマリン六わイ う オなに酸細て 'つ ′(ワブルである●とを知Ⅲま

した こ のよう々'を 開いて下=う スタゥ7の ,,こ は水Jに 〔胡致します

■く“ 4 ■ してスキ 「 来年と ● ■つち`=紙 など々 新 たな恵酸を進とでFど ることと切持し ,オ

■付ちとして■■ています
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藤 と  あ  夫

■4た の■の加し十イ■会■わイ「々 コ水 tt■ ■ (=● 口技|,あ ったヽと,,こ i(lJ″ 本加卜に 「し,

■ttl 和 ,ユ や ,1■Ⅲ=Ⅲ 実い

ス 加 のイ■4■ (■Hrわ ,)わ イ「,■ 【‖ヽ コにtら ,し ゃいます |を 「そう,■ 4不 せておJ■ の■■ォ

ン■ 4すヽ ″■みてす

,前 |,(■ てX■ ビⅢⅢ,4み や,て くな 京 内の■コとヽ,,え 赳i十 の■ ■ひととまのスリービング,イ

!,■ ,て くるのです 】 Zt市 ズ4と ェ|,イせてもに こと■■の人千す ■ にし,一 口"■ ,の です il(■ の

口 ●4・ て ド“↓ とlrってi ●内 !nlにのと,こ にな→てしま↓ ユ ■ kN!ヒ ブイアヽ わ  せ ど■4'「すちイt4

1it r,1,レ ス"― 'す ■=ま す

二十五年tt  i 4 t ,■ わイ■庄されてヽ…山″)ホなどはたしカェオ子 =イ の‐イオⅢ″てし々 ■ べまで =オ

1市 = "― r力 ■ln i  t  tてしまぅモ |十英一人てよす (■ , (ら 1の 人,ユ ■て十 , ■ `た オー サとまr● ″、

■ことt i C tしてヽます ,ラ ,′ ″十Ⅲ ニケキどを4L i  t―因てし|う ち■ 十■すによコ ス 其みⅢ四どt"

モ| = |

″テ,  ″ =ためて 3え力いもの 」人一■千' l  M H rた の軒期Ⅲこ=_と Jを コすと'一 ブをniし まⅢ l市

| = t t (ツ , ,Ⅲ 二十旧Ar■ Ⅲ 四 `ぃ ,も“うないすれど末 ′″:=― ブ ′夕としてII I , mち  ヽ■ 1二の,一

'本 ■千IⅢ●いぅていう′)は ■ 4ひ “" ● "ま いり J“ =英  内 卓やす了●工"に J神!もあ ,■す o ,

FすいⅢ 十四人 iン スのよい■■ンのキロ年と,■ た は , , =Ⅲ 〔のⅢ〔ムしたていま|■ i■ ニォにしてよ

ゃ■■rと ぃⅢⅢち市ほ【■

iじ に`人 の子モ十 ,力 と7け t Fぅク)みて' た 1 , Iコ をわイちてもとの】“ェ'い i 4ど こ,加 して ヽ "

モ ユ1カ【力●クラ,′ クの名Ⅲ〔本にお十いしイ1●ヽうこ■ ,た いものri   ″  ″
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●秋のコンサー

●本のコンサー

10月0日的 PⅢ7 0 0   仙 口 !実 ビ,″  けサイタル

12 , 0コ 的 P " o 1 0   F離 時子″ディィリン , iイ

■の]才■―卜 J“ 1争Ⅲを41し ましたのて!ムHi下=|

″,,



スわ , 大 田 久 美 子

7月 21回 lt力1のホ'ル マリrモ ■  「 ユち '大 し拒 つてすね Iな の貨どん まお元気てすわ 'ア の全の方

はうまく行っていますカーJ日 る (は すたな■ ど なたり"rだかめ,つ りになります ?う の夕
(イル″=ス トの■

招‐ ,子 `え  江 体での ,ン サートのHF 覚 えてiて 下どつたのですね 大 恵賦てす

]1卓世よ'Ⅲ  jt者のテ窪め寝付trをおひ事受 )ま して,,ま すめ
イ 初 めばとてもイ安てし■

n十年のをめ ]ン サー ト"イ私の初4,て す 花 易岐英`ん をよ■駅までわ迎=|= 「 わす●ま す みませた 私

ひとりても大丈其千したのに一J市 氏全範へないて資査へ芭打 /サ ンドイ ′'ど 召し上,'イ オち
'“ ビ 7=

ストにF■ Aユ 全体なわつたのよ =張 `誰 もHっ て1を ,っ たのにれらすいうちヽをっ■■って
…J何 とう,

ヽまし↓め= ビ 7=ス トにすりた(て アヽ1工ど写"し ても″れない人"イ山“といことⅢうり こ
,「 それし、方

ちど,と すラぅてままあ―すJと な
一人を☆全へ域して 夕`六夕と〔本当に夕`″′`グというはしで)スi― ノベ

何どタフオ在房どん′

私の旧"■ 画オー'ス トラの時は大空てした ● しろ100人をこす人協てしためてスタ /7査 Rイ "禅 セ ツリ

スト 学 年との接缶 こうた , 7ル 人イトの方査り助 すを市,て やつと
…というほしてした て もどんをにtし

てて大資でも M茶 イおま,あ リビーンと″ "つ めたステ
ーンの空気す床望にいるIVt iま で,い ぅててうと

私達スタ′7▲
「このヨンす― 卜をはじめてホJに よ方つた″」とuう のです

演奏■7, ■ =窪 よ'ひ とE■ に夕″ン
ーてヽテルにもと■江本鞠 I者 の承Ⅲ ⅢI確どオ Ⅲ ,ル の大口にす

っと主っていちしてネス【ホって来るキ4`ん 1人 1人 に 把 ■をした" Hを たたいた0し てお声をわ すてい

らっし,い ました 御 自″↓お掟れてしょうに と てもヽ 4■ くて旺"い tし の承山`オ  桐 回のオ
ー,ス トラ

江す rち しぃェですね

この四をめヨン■― 卜を通して 今 まで こいろん″慎奏家の方々に,

といする0よ 【0ま したす 一 ftといいれる方達 よや`り 人コ的にもど

(も な力のある一北の方をば力 'そ した 私 窪スタックも わ
イオ イって

一たのスタックにヽそして会Hの “科は
一流のE英 にい積栄まと期末と

スタ ′フガーい こをったい 本 営に はヽ 0す く真い言葉ナ 々 えてえら

■うと車ど考えて,つ ます Aと 4の ヨンサ
ー ト と ても4し みです

田ul博英ごん “ 志 4r'`ォ ……ィオイ方力しち '

お 知 ら せ と お 願 い

査■たより 常 張の!市 転を,特 ■しております “00'お ば打用紙 2枚 以内【■頼,い たし=す

資■登鶴  は 年度カイなわっても =の ままと"さ れます

と査打室り方はE所  え 者 ■ 菖 至 A=号 を抑々人の上胡■度の10月末日とに草猛局売とす0旨 御連ヽiな い

るお空■め方も真奮ト ロ全民と新資Rの  t所  氏 者 紅 話 全 Rを ,(に 合民の)を お吉 =の ■■務局れヽ基

"下 `い


